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研究成果の概要（和文）：深い思考力と高い問題解決能力，他者との協働に優れた人材育成を行うための学習環境をデ
ザインする要件を見いだすことを目的として，大学生対象の２つの科目開発を行い，デザイン要件の効果を検証した．
基礎的科目はPBL中に行う活動の形成的評価に重点を置き，自分や属するグループの活動の質に意識的になることを，
発展的科目は協調的かつ創造的な問題解決に取り組むドラマを分析・議論することで，より深く活動を分析する視点を
身につけることを狙った学習環境をデザインした．学習の成果物や活動の観察記録を質的に分析した結果，両開発科目
とも導入したデザインの効果が見いだされた．

研究成果の概要（英文）：Two university classes were developed to make students deeper understanding about 
epistemological aspects of collaborative learning, including activity system (Engestrom, 1987) as an analy
tic and assessment index.  One class was basic and designed for freshmen, another was advanced class for j
unior students.  In basic class, students involved in PBL enhanced by jigsaw methods, wrote formative asse
ssment for group work every week on CSCL system with scaffoldings based on activity system.  In advanced c
lass, students analyzed some drama series of five with activity system.  After watching drama, students di
scussed about how to analyze the story with activity system in small group.  Qualitative analysis of learn
ing outcomes and observation records from both classes shows effectiveness of design for learning environm
ents.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 現代社会の抱える問題の複雑さが増すに
つれ，人に求められる能力もまた複雑で高度
なものとなってきている．これに伴い将来の
社会の担い手を育成する高等教育機関にお
いても，深い専門的知識にとどまらず，他者
とうまく協働しながら未知・未解決の問題に
進んで取り組み，解決を目指そうとする複合
的かつ社会的な力，協働の知を築くための諸
能力の育成が求められている．「21 世紀型ス
キル」などと呼ばれているものも，このよう
な力を表しているものといえる． 
 このような時代背景を受け，学習科学の研
究領域では協調学習環境に着目し，そのデザ
インと支援システムの開発を通じて，学習内
容としての知識の理解深化だけでなく深い
思考力と高い問題解決能力を育成するため
の原則や方法論，要素技術を見いだすことを
中心に研究が進められてきた．そこでは人の
優秀性に関して認知的，社会的という２つの
研究アプローチが展開している． 
 人の優秀性について認知的にアプローチ
する研究領域では，深い思考力と高い問題解
決能力を育成する具体的方略を見いだすこ
とを目的とした，協調学習環境のデザイン研
究として展開している．多くの研究が，「何
らかの複雑難解（ill-structured）な問題を他
者との協同を通じて解決する」という状況を
学習者に提供することで，理解深化を図るた
めの課題構成や課題への取り組ませ方，授業
の進め方，教材や資料の内容，ワークシート
のデザイン，学習活動を支援するためのテク
ノロジー（典型的にはコンピュータやモバイ
ル端末を利用したシステムやアプリケーシ
ョン）のあり方や使い方についての知見を見
いだそうとしてきている．そしてその背景に
ある人の優秀性に関する認知研究は，適応的
熟達化や暗黙知などのように，特定の知識領
域に関する専門性の深さの問題として扱わ
れ，その専門的な知識の獲得方略に研究の焦
点が当てられてきた．  
 その一方で，人の優秀性について社会的に
アプローチする研究領域では，高い社会的諸
能力を持ち協働の知を創造・発展させていけ
る力に関する優秀性の定義や，その力を育成
するための学習環境のデザインという観点
から研究が進められている．このような社会
的優秀性については，その必要性は認められ
ても評価の困難性や育成方法の具体性の問
題から，長い間直接的な研究対象とされては
来なかった．社会的な優秀性が着目されるよ
うになったのは，先に紹介した認知的優秀性
の獲得を実現する上で，社会的側面も併せて
検討せざるを得ないと，研究者たちが気づき
始めたからである． 
 申請者自身は，社会的構成主義の立場から，
学習環境の構築理念として Scardamalia ら
の提唱する「知識構築コミュニティ」の考え
方に基づき，知識構築者の育成方法について
検討を行っている．「知識構築コミュニティ」

とは，平易な言い方をすれば，新しい知を生
み出そうと創造的な問題解決に力を合わせ
て臨む集団のことである．これまで協調学習
活動場面における認知的側面と社会的側面
の関係性を明らかにすることで評価に関す
る知見を得，さらに学習活動を適切に把握す
るための教授者支援方法の検討を進めてき
た． 
 これらを踏まえ 2010 年度からは，知識構
築者になり得る学習者の資質を見いだしそ
の能力を伸ばすためのカリキュラムの開発
に取り組んできた．大学の初年次科目の開発
と実施を通じて， 
(1) 協働の知を築くための資質には学習の
マネジメント能力が大きく関連する 

(2) ある程度長期的で複雑難解な問題解決
活動において，規則的に形成的評価を行
うことで，元来資質が備わっていると見
られる学習者だけでなく，学習のマネジ
メント能力の把握や学習者が実際に学
習をマネージする力を多くの学習者に
養うことが可能 

(3) 学習活動をシステムとして捉えるため
の活動理論の考え方が評価指標として
有効 

(4) 活動理論を元に開発した評価指標に対
する認識の違いにより，学習者の資質の
違いを識別可能である 

などの点が明らかになってきている． 
 
２．研究の目的 
 しかしながら，(a)評価指標はまだ精錬され
ておらず学習者にとって使いづらい側面が
ある，(b)開発した評価指標は活動システム全
体をうまく反映しておらず，さらなる改良の
必要性がある，(c)協調学習活動の質や活動の
プロセスと指標に対する学習者の認識の関
連性が検討されていない，などの問題を残し
ていた．従って，本研究の目的である「学生
の資質を見いだし，深い思考力と高い問題解
決能力，他者との協働に優れた人材を育成す
る」ためには，さらに多くの実践研究と詳細
な分析が必要であることが明らかになった． 
 そこで本研究では，先行研究の問題点を克
服し学習のマネジメント能力を育成するた
めの科目を開発し，それらの授業デザインの
あり方を実証的に検討することで，大学生向
けの協調学習マネジメント能力を育成する
プログラムを開発することを目的とした． 
 
３．研究の方法 
 先行研究から継続して授業デザインの
PDCA サイクルを回すことで，形成的評価指
標の最適化と学習環境のデザイン原則の明
確化，要素技術の確立を試みた．そしてそこ
で得られてきた知見を元に，現在開発中の初
年次科目である基礎的な科目の最適化を行
うと共に，発展的な教育内容を含む新規科目
の開発と実施，改良を繰り返すことでカリキ
ュラムとしての確立を目指した． 



 具体的には以下のようなスケジュールで
実施した． 
・平成 23～24 年度：開発中の授業デザイン
の最適化を通じた形成的評価指標の改良，お
よび学習環境のデザイン原則の明確化と要
素技術の確立，発展的な教育内容の検討 
・平成 24～25 年度：発展的な教育内容を含
む新規科目の開発，実施と評価 
 
４．研究成果 
 ここでは，開発対象とした２つの科目につ
いて，それぞれ主要な学習環境のデザイン要
素について紹介する． 
 
基礎科目 
科目名：情報系学部１年必修「学習マネジメ
ント」（半期） 
教授目標：協調的に学習を進めるために必要
な自己調整やグループのマネージの仕方に
ついて，経験を通じて学習させる． 
活動形式：３〜５名のグループ活動（固定） 
導入した主なデザイン要素と狙った効果： 
(1) 高校から大学へと学習環境が変わり，こ
れまでの学び方を大きく変更する必要
があるにもかかわらず，これまで通りの
学び方を適用しようとしたり，大学での
学び方がうまく分からずに困惑してい
る１年生が多い．そのため，他者と協調
して問題解決に取り組むプロジェクト
型の学習環境（例：「コンビニから廃棄
をなくせ」＝廃棄物削減の提案）を提供
し，協調が必須となる状況を構成した． 

(2) 上述の学習環境は，殆どの１年生にとっ
て新規の環境であるため，問題設定や課
題分割と統合，課題の進め方などについ
て支援を提供した．具体的にはジグソー
方式を導入することで，課題構造を明確
にし，以下に示す支援とあわせて目標を
持って課題に取り組むことが出来る環
境を整えた．活動は，ジグソーグループ
編成と，話し合いによるエキスパート決
め（１週）→エキスパートグループによ
る，情報収集と内容理解の構築，ジグソ
ーグループメンバーに説明するための
報告書作成（３週）→ジグソーグループ
での創造的問題解決と提案の発表（７
週）→活動の振り返り（２週）のように
構成した． 

(3) 自分やグループの活動について，PDCA
サイクルを回しながら改善していくこ
とにより，自己調整やグループ活動をマ
ネージしていくために必要な考え方を
学ぶことが出来ると考え，協調学習支援
システム（Knowledge Forum®）を通じて，
活動の進捗の明確化と振り返りが可能
になる仕組みを提供した．図１は，シス
テム上に記述されたあるグループの活
動状況である．毎週，作業報告と個人の
活動振り返りを記述することで，活動の
改良に意識的になれるよう支援した．ま

た，これらの記述には評価指標
（Engeström の活動システムをベース
に作成）を準備し，さらに振り返りとし
て何を書くべきかを解説したものを用
意することで（図２），振り返る内容を
明確にすることを狙った． 

(4) 協調的な学習活動の集大成としての振
り返りを，提案の発表の後に行うことで，
学習目標を再度意識させ，当該授業で学
習した内容を授業後の活動に活かすこ
とを狙った．具体的には，発表後にグル
ープでの振り返りを実施，その翌週に個
人での振り返りに取り組ませた．個人で
の振り返りの際には，授業中に提供した
評価指標をもとにした問いに答えさせ
ることで，この評価指標の意味するとこ
ろを改めて考えさせる機会を設けた． 

 
発展科目 
科目名：情報系学部３年選択科目「組織科学」
（半期） 
教授目標：ドラマの分析を通じて，組織の活
動を俯瞰的に分析する視点を身につける． 
活動形式：教材視聴後，３〜４名のグループ
活動（毎回ランダム構成） 
導入した主なデザイン要素と狙った効果： 
(1) 大学３年生ともなると，社会に出るため
の準備を意識するようになる．そのため，
協調的な活動のマネージは，自分の属す
るグループやクラスを超え，異なる組織
に属する個人が共通の目的で問題解決
のため集まる状況へと拡張する必要が
あると考えた．そしてその第一段階とし
て，複雑な組織やその活動で起きる問題
を分析させる課題を提供した．具体的に
は，公務員が主人公のある群像ドラマ
（全５回，各回約 50 分）を教材（分析
対象）として設定した． 

(2) 基礎科目で理解した内容をさらに深く
理解させることを狙い，ドラマを分析さ
せるにあたり，Engeströmの活動システ
ムを分析指標として導入した．具体的に
は，ドラマ視聴に先立ち，活動システム
の講義解説を行うとともに，ウォーミン
グアップ課題として上記とは別の社会
派ドラマ（全５回）の第１回を支援込み
で分析する機会を設けた．これにより，
活動システムを用いた分析の仕方につ
いて理解させることを狙った． 

(3) 組織の活動の捉え方は一義的には決ま
らない．また，ひとりの視点からではそ
の全体像を掴むことは難しく，ともする
と主人公に感情移入するなど狭視野に
なりやすい．これを避けるために，ドラ
マ視聴の後にグループで議論をする機
会をもうけた．具体的には，教室で一斉
にドラマを視聴したあと，ランダムなグ
ループを編成し，その中で各自の分析結
果をもとに議論をしてグループとして
の解釈を作り上げていくという形式を



とった． 
(4) 上述の議論の活性化と，個人での分析内
容を明確化するために，ドラマ視聴時に
ワークシートを導入した（図３）． 

図１ グループの活動状況 

図２ 個人での振り返り記述方法の例 

図３ ドラマ視聴用ワークシート 



５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計２件） 
① 大島律子，湯浅且敏，大島純，上田芳伸, 
グループ活動を形成的に分析・評価す
る授業デザインの検討,日本教育工学会
論文誌，査読あり，37巻，2013，23-34. 

② Oshima, J., & Oshima, R., 
Collaborative learning through 
socially shared regulation supported 
by a robotic agent, To see the World 
and a Grain of Sand: Learning across 
levels of Space, Time, and Scale:CSCL 
2013 Conference Proceedings, 査読あ
り，vol.2, 327-328, 2013.  

 
〔学会発表〕（計 13件） 
① 大島律子，大島純,ロボット・エージェ
ントによる協調文献読解支援，日本教育
工学会第 29回全国大会，査読あり，秋
田大学，2013． 

② 大島純，大島律子，知識構築の社会ネッ
トワーク分析，日本教育工学会第 29回
全国大会，査読あり，秋田大学，2013． 

③ 谷口佳史，大島律子，大島純，協調学
習における認識論的主体性を促進する
要因の検討，日本教育工学会第 29回全
国大会，秋田大学，2013． 

④ 藤井啓太，大島純，大島律子，協調学
習に見られる調整活動の分析，日本教育
工学会第 29 回全国大会，秋田大学，
2013． 

⑤ 渡邉泰久，大島純，大島律子，社会共
有的調整学習に影響を与える外的表象
の利用，日本教育工学会第 29回全国大
会，秋田大学，2013． 

⑥ 大島律子，学習研究者と現場の連携によ
る実践研究コミュニティの形成，日本教
育工学会第 28 回全国大会，査読あり，
長崎大学，2012． 

⑦ 大島純，大島律子，協調学習のロボット
による支援: 協調文献読解活動を事例
として，日本教育工学会第 28 回全国大
会長崎大学，2012． 

⑧ 洪燕，大島律子，大島純，協調学習にお
けるEpistemic Agent同定のためのネッ
トワーク分析，日本教育工学会第 28 回
全国大会，長崎大学，2012． 

⑨ 谷口佳史，大島律子，大島純，協調学習
における Epistemic Agent の行動，日
本教育工学会第 28 回全国大会長崎大学，
2012． 

⑩ 渡邉泰久，大島純，大島律子，協調学習
における自己調整，日本教育工学会第
28 回全国大会，長崎大学，2012． 

⑪ 大島律子，中村亮，大島純，協調学習に
おけるEpistemic Agentの活動について
の考察-他の学習者に影響を与えた要因

-，日本認知科学会第 28 回大会，東京大
学，2011. 

⑫ 大島律子，大島純，協調的な文献読解活
動を支援する学習活動のデザイン．日本
教育工学会第 27 回全国大会，首都大学
東京，2011． 

⑬ 洪燕，大島純，大島律子，ネットワーク
科学の分析手法を用いた協調学習の評
価指標，日本教育工学会第 27 回全国大
会，首都大学東京，2011. 

 
 
 
６．研究組織 
(1)研究代表者 
大島 律子（OSHIMA, Ritsuko） 
静岡大学・情報学研究科・教授 
 研究者番号：70377729 
 
 
 


